
　

山
滴
る
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る
発
表
が
厚
生
労
働

省
の
リ
リ
ー
ス
に
初
め
て
登
場
し
た

の
は
２
０
２
０
年
１
月
６
日
の
こ
と

で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡

　

春
に
は
モ
ン
シ
ロ
蝶
が
舞
う
菜
の
花

お
花
畑
。
夏
場
に
は
一
面
田
ん
ぼ
で
あ

り
、
病
院
と
は
用
水
路
（
今
も
試
験

場
前
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
か
ら
病
院
を

通
り
学
院
ま
で
流
れ
て
い
ま
す
）
で
隔

た
れ
て
い
た
。
私
が
小
学
生
の
頃
の
風

景
で
す
。
昭
和
48
年
、
そ
の
場
所
に
聖

マ
リ
ア
高
等
看
護
学
院
の
校
舎
竣
工
。

既
に
、
㈶
九
州
産
業
衛
生
協
会
が
隣

地
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
聖
マ

リ
ア
３
番
目
の
兄
弟
で
し
た
。
病
院
設

立
20
年
目
に
し
て
独
自
の
看
護
師
養

成
を
始
め
た
訳
で
す
。
地
元
医
師
の
先

生
方
か
ら
は
、「
井
手
さ
ん
（
創
設
者

井
手
一
郎
先
生
）
は
、
何
を
好
き
好
ん

で
民
間
病
院
が
看
護
婦
養
成
を
始
め

る
ん
だ
」
と
の
声
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

高
度
成
長
期
に
は
民
間
病
院
に
は

珍
し
か
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
を
整
備
し
、
正

面
に
大
き
な
十
字
架
を
掲
げ
た
本
館

が
完
成
し
た
。
更
に
増
大
す
る
高
度

な
医
療
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
昭
和

51
年
に
看
護
専
門
学
校
３
年
制
併
設
。

こ
れ
で
校
舎
は
短
大
規
模
並
み
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
体
育
館
は
な
く
ピ
ロ

　

聖
マ
リ
ア
学
院
の
始
ま
り
は
昭
和

48
年
４
月
１
日
に
医
療
法
人
雪
の
聖

母
会
聖
マ
リ
ア
病
院
附
属
の
高
等
看

護
学
院
と
し
て
開
設
さ
れ
た
聖
マ
リ
ア

高
等
看
護
学
院
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

後
、
聖
マ
リ
ア
学
院
は
、
聖
マ
リ
ア
看

護
専
門
学
校
、
聖
マ
リ
ア
学
院
短
期

大
学
、
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
と
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
、
学
院
が
50

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
50
周
年

の
記
念
誌
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

記
念
誌
作
成
の
過
程
で
、
聖
マ
リ

ア
病
院
と
聖
マ
リ
ア
学
院
の
創
始
者

で
あ
る
井
手
一
郎
先
生
や
井
手
道
雄

先
生
の
聖
マ
リ
ア
学
院
へ
の
思
い
を

先
生
方
の
寄
稿
文
か
ら
再
確
認
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う

に
聖
マ
リ
ア
学
院
の
建
学
の
精
神
は

大
・
ま
ん
延
は
長
期
化
し
、
医
療
体

制
は
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
看

護
職
は
そ
の
最
前
線
で
奮
闘
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
医
療
従
事
者
を
目

指
す
学
生
の
教
育
に
も
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
持
っ
た
卒
業
生
が
経
験
値

を
重
ね
て
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、

私
た
ち
卒
業
生
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
政
府
は
今
年

テ
ィ
が
体
育
の
場
所
で
し
た
ネ
！
尽
力

さ
れ
た
歴
代
校
長
先
生
は
赤
星
先
生

～
大
北
先
生
～
中
川
洋
先
生
。
昭
和

57
年
学
校
法
人
聖
マ
リ
ア
学
院
と
し
て

独
立
。
初
め
て
の
年
度
末
決
算
は
赤
字

ス
レ
ス
レ
の
記
憶
が
あ
る
。
短
大
設
置

準
備
の
責
任
を
負
う
べ
し
と
若
く
し

て
理
事
を
拝
命
し
て
い
ま
し
た
。
若
造

に
は
酷
で
し
た
が
、
理
事
会
で
は
老
人

保
健
法
対
応
他
の
必
要
性
か
ら
保
健

師
と
助
産
師
の
養
成
設
置
準
備
も
決

定
。
短
大
設
置
を
目
前
に
し
て
、
無

理
で
し
ょ
う
と
悩
む
間
も
な
く
、
更
な

る
重
要
課
題
の
追
加
！
初
め
て
の
建
築

（
３
号
館
）、
設
置
認
可
申
請
業
務
。
開

設
後
は
医
学
統
計
学
等
の
講
義
も
担

当
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

昭
和
61
年
、
短
期
大
学
設
置
。
開

学
ま
で
の
２
年
間
は
激
務
の
連
続
。

月
８
回
の
文
部
省
通
い
も
。
膨
大
な

申
請
資
料
を
前
に
部
長
と
た
っ
た
二

人
で
格
闘
。
何
度
泊
ま
り
込
み
を
や
っ

た
だ
ろ
う
か
。
長
男
は
余
り
風
呂
に

入
れ
た
憶
え
が
な
い
。
大
学
創
れ
ば

人
１
人
死
ぬ
と
言
わ
れ
た
規
制
緩
和

学
院
の
始
ま
り
か
ら
一
貫
し
て
変
わ

る
こ
と
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
愛
の
精

神
に
基
づ
く
教
育
で
す
。
こ
れ
は
、

聖
マ
リ
ア
学
院
が
こ
の
地
に
あ
り
続

け
る
限
り
に
お
い
て
、
引
き
継
が
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

井
手
一
郎
先
生
は
、
１
９
８
６
年

に
開
学
し
た
聖
マ
リ
ア
学
院
短
期
大

学
の
教
育
の
特
色
に
つ
い
て
「
科
学

的
な
看
護
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
看

護
婦
（
士
）
の
養
成
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の

愛
の
精
神
に
基
づ
く
看
護
、
す
な
わ

ち
、
看
護
に
た
ず
さ
わ
る
者
自
身
が

先
ず
、
人
間
と
し
て
在
立
す
る
た
め

の
原
理
を
探
求
・
理
解
し
、
そ
れ
に

従
っ
て
、
患
者
の
癒
し
を
方
向
づ
け
、

援
助
す
る
と
い
う
看
護
婦
の
養
成
を

め
ざ
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
聖

　

１
９
７
３
年
、
聖
マ
リ
ア
病
院
の

創
設
者
井
手
一
郎
先
生
の
ご
計
画
の

も
と
に
聖
マ
リ
ア
高
等
看
護
学
院
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
日
本
の

高
度
経
済
成
長
期
と
言
わ
れ
、
社
会

の
急
速
な
発
展
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
ひ
ず
み
を
生
じ
、
医
療
の

分
野
に
お
け
る
疾
病
構
造
の
変
化
も

著
明
で
し
た
。
こ
の
様
な
時
期
に
カ

ト
リ
ッ
ク
の
愛
の
精
神
に
基
づ
く
質

の
高
い
看
護
者
の
養
成
を
目
指
し
て
、

全
人
的
な
看
護
教
育
が
開
始
さ
れ
た

の
で
す
。
井
手
一
郎
先
生
の
授
業
で

は
医
療
・
看
護
の
み
な
ら
ず
、
社
会

情
勢
に
関
す
る
膨
大
な
資
料
が
配
布

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
方
も

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
１
９
８
６
年

に
は
短
期
大
学
が
開
学
し
ま
し
た
。

看
護
大
学
が
全
国
に
わ
ず
か
11
校
し

か
な
か
っ
た
時
代
で
す
。
当
時
す
で

に
聖
マ
リ
ア
病
院
で
働
い
て
い
た
私

に
も
聖
マ
リ
ア
学
院
短
期
大
学
へ
の

出
向
命
令
が
下
り
ま
し
た
。
高
等
教

育
機
関
と
し
て
生
命
倫
理
、
ロ
イ
適

応
看
護
モ
デ
ル
、
国
際
看
護
等
の
特

色
を
持
つ
よ
り
視
野
の
広
い
看
護
教

育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
短

期
大
学
教
育
の
20
年
間
の
間
に
は

必
ず
し
も
順
風
満
帆
で
は
な
い
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。
近
隣
の
看
護
大
学

設
置
が
相
次
ぐ
中
の
最
大
の
危
機
は

２
０
０
４
年
１
月
に
創
設
者
の
井
手

一
郎
先
生
、
７
月
に
第
２
代
理
事
長
の

井
手
道
雄
先
生
が
相
次
い
で
亡
く
な

ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
前
年
の
理
事

会
で
大
学
設
置
が
決
定
さ
れ
た
直
後

の
こ
と
で
、
残
さ
れ
た
教
職
員
一
丸
と

な
り
大
学
開
設
に
向
け
て
準
備
を
重

ね
、
２
年
後
の
２
０
０
６
年
大
学
へ

移
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
度
、
聖
マ
リ
ア
病
院
70
周
年
、
聖

マ
リ
ア
学
院
50
周
年
記
念
事
業
と
し

て
２
０
２
２
年
11
月
に
バ
チ
カ
ン
直

轄
バ
ン
ビ
ー
ノ
ジ
ェ
ズ
小
児
病
院
と
の

交
流
関
係
を
締
結
し
、
早
速
、
生
命

倫
理
関
連
研
修
会
開
催
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
お
け
る
国
際
支
援
の
準
備
を
開

始
し
、
次
の
50
年
に
向
け
て
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
建
学
の
精
神

で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
愛
の
精
神
、
本

学
の
教
育
の
特
色
で
あ
る
生
命
倫
理
、

ロ
イ
モ
デ
ル
、
国
際
看
護
は
実
践
し

て
こ
そ
意
味
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
生

の
皆
様
の
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

　

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
す
！ 

２
０
２
４
年

３
月
か
ら
西
鉄
試
験
場
前
の
駅
名
が

聖
マ
リ
ア
病
院
前
に
変
わ
り
ま
す
。

度
５
月
、
感
染
症
法
上
の
５
類
感
染

症
に
位
置
づ
け
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
課
題
も
多
く
、
今
後
の
動
向

に
注
意
が
必
要
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
終
息
し
、
平
穏
な
生
活
に

戻
れ
る
日
々
を
願
い
つ
つ
、
皆
様
に

お
会
い
出
来
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

聖
マ
リ
ア
学
院
は
１
９
７
３
年
に

開
学
。
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
カ
ト

リ
ッ
ク
の
愛
の
精
神
」
に
基
づ
く
篤

実
有
能
な
人
材
を
育
成
し
、
今
年
で

創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
全
国
、

そ
し
て
世
界
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

聖
マ
リ
ア
学
院
の
卒
業
生
皆
さ
ま
の

ご
健
康
と
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

前
の
時
代
。
内
緒
だ
け
ど
過
労
で
Ａ

Ｍ
Ｉ
発
し
Ｃ
Ｃ
Ｕ
入
り
。
で
も
開
学

出
来
ま
し
た
！
九
州
で
は
珍
し
い
私

学
の
看
護
短
大
。
優
秀
な
学
生
（
皆

さ
ん
！
）
が
入
学
し
て
く
れ
た
。
同

年
、
福
岡
よ
り
雪
の
聖
母
聖
堂
が
移

築
さ
れ
て
患
者
様
や
職
員
の
心
の
拠

り
所
と
な
る
。短
大
充
実
し
、５
号
館
、

体
育
館
も
設
置
。
こ
の
時
期
に
医
療

福
祉
専
門
学
校
・
介
護
福
祉
学
科
の

開
設
・
閉
鎖
が
あ
り
、
人
と
し
て
の

大
切
さ
を
学
び
、
そ
れ
は
次
の
大
学

設
置
の
際
の
骨
格
と
も
な
っ
た
。

　

平
成
18
年
大
学
開
学
、
同
22
年
大

学
院
設
置
。
万
全
を
期
し
て
臨
む
。

６
号
館
竣
工
。
理
事
長
と
し
て
の
初
仕

事
で
し
た
。
設
置
後
の
久
留
米
市
補

助
金
に
涙
。
短
大
時
代
の
市
へ
の
支
援

要
請
が
功
を
奏
し
た
。
７
号
館
、
図

書
館
棟
竣
工
。
図
書
館
は
学
生
の
評

判
よ
く
嬉
し
い
。
書
籍
を
愛
し
た
井

手
一
郎
先
生
も
喜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

　

暫
し
の
間
、
理
事
長
・
学
長
・
教

授
と
し
て
本
学
の
教
育
現
場
に
目
を

光
ら
し
て
い
ま
す
。
病
院
は
70
周
年

で
す
。
私
も
今
年
古
希
を
迎
え
ま
す
。

誕
生
は
修
道
院
の
廃
材
を
使
っ
た
木

造
２
階
建
て
の
聖
マ
リ
ア
病
院
初
代

本
館
２
階
で
す
。
聖
マ
リ
ア
のN

O
.1 

Baby

で
す
。
70
年
・
50
年
の
光
の
流

れ
が
私
の
眼
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

マ
リ
ア
学
院
で
行
わ
れ
る
教
育
へ
の
熱

い
思
い
と
意
思
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
の
２
０
２
２
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

も
建
学
の
精
神
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の

愛
の
精
神
を
基
盤
に
一
人
ひ
と
り
の
学

生
の
人
格
と
看
護
実
践
者
と
し
て
の

成
熟
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ま
さ
に
井
手
一
郎
先
生
が
掲
げ
ら
れ

た
教
育
の
特
色
を
引
き
継
い
だ
も
の

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
生
命
の
尊
重
、

人
間
の
尊
厳
を
尊
重
し
た
地
域
に
お

け
る
ケ
ア
の
文
化
を
創
造
す
る
人
材

育
成
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。

　

私
ど
も
は
今
、
聖
マ
リ
ア
学
院
で

教
育
・
研
究
に
携
わ
ら
せ
て
頂
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
創
始
者
井
手

一
郎
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

る
暖
か
い
開
か
れ
た
心
を
持
ち
、
常

に
地
域
の
人
々
と
共
に
協
働
・
連
帯

し
て
互
い
を
支
え
合
い
、
他
者
へ
向

か
う
愛
の
実
践
者
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
「
マ
リ
ア
ナ
ー
ス
」
の
育
成
に

専
心
致
し
ま
す
。

学
校
法
人
聖
マ
リ
ア
学
院　
同
窓
会
会
長

樋
口
由
美
子
（
看
護
学
科
２
科
11
回
生
）

ご
あ
い
さ
つ
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学
校
法
人
聖
マ
リ
ア
学
院
理
事
長
／
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
学
長

井
手
　
三
郎

50
年
の
時
の
流
れ

聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
看
護
学
部
・
看
護
学
科　
学
部
長
・
教
授

日
高
　
艶
子

聖
マ
リ
ア
学
院
の
創
始
者
の

思
い
に
思
い
を
寄
せ
る

神
に
感
謝

―
看
護
教
育
50
周
年
を
迎
え
て

学
校
法
人
聖
マ
リ
ア
学
院　
学
院
長　
　

井
手
　
　
信
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目
ま
ぐ
る
し
い
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
し

た
。
母
子
保
健
で
は
聖
マ
リ
ア
病
院
で
、

か
つ
て
の
同
級
生
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

共
に
仕
事
が
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
く
、
心

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
学
ん

だ
こ
と
、
聖
マ
リ
ア
病
院
で
の
看
護
師
、
保

健
師
の
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
、
元

気
に
や
り
が
い
を
も
っ
て
保
健
師
活
動
が

で
き
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

学
院
を
卒
業
し
、
助
産
学
科
に
進
み
聖

マ
リ
ア
病
院
へ
就
職
。
27
年
近
く
産
科
病
棟

に
て
勤
務
し
ま
し
た
。
一
緒
に
就
職
し
た
同

級
生
が
多
く
、
友
人
が
多
く
楽
し
か
っ
た
こ

と
も
、
長
く
続
い
た
理
由
の
一
つ
で
す
。
現

在
は
、
聖
母
３
階
の
ナ
ス
バ
病
棟
に
て
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。
日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
。

私
は
渋
谷
日
赤
の
脳
外
科
後
ス
ー
パ
ー

周
産
期
で
勤
務
。
現
在
沖
縄
で
子
育
て
兼

（
短
大
４
回
生
）

瀬
戸
口
陽
子

（
短
大
15
回
生
）

佐
藤　
春
美

（
旧
姓
：
佐
藤
）

聖
マ
リ
ア

高
等
看
護

学
院
が
昭
和

48
年
４
月
１

日
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
今

年
50
周
年
を

迎
え
る
事
が
出
来
、
感
謝
と
共
に
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
免
許
取
得

し
、
各
現
場
で
ご
活
躍
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
聖
マ
リ
ア
病
院
勤
務
年
数
52
年
に

な
り
ま
す
。
現
在
は
臨
床
の
場
か
ら
離
れ
、

チ
ャ
プ
レ
ン
室
配
属
で
病
院
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
特
に
癌
で
苦
し
む
患
者
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

【 

チ
ャ
プ
レ
ン
と
は
病
院　

施
設
に
滞
在

さ
れ
て
い
る
神
父
様
を
チ
ャ
プ
レ
ン
と

言
い
ま
す
】

患
者
訪
問
行
う
事
で
色
ん
な
事
を
考
え
さ

せ
ら
れ
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

の
発
言
を
一
つ
一
つ
大
事
に
受
け
止
め
ベ
ッ
ト

サ
イ
ド
ケ
ア
を
目
指
し
続
け
て
行
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

開
校
50
周
年
、

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

看
護
専
門
学

校
２
科
５
回
生

卒
業
生
で
す
。

〝
人
生
１
０
０
年
時
代
〟
に
倣
い
、
現
在
も

聖
マ
リ
ア
病
院
の
特
定
技
能
生
事
務
局
（
人

財
開
発
室
）
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
の

制
服
に
身
を
包
み
、
昼
間
は
学
生
、
夜
は
病

院
勤
務
と
い
う
ハ
ー
ド
な
生
活
も
、
同
期
の
仲

間
た
ち
と
頑
張
っ
た
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

（
２
科
５
回
生
）

中
ノ
森
美
知
子

聖
マ
リ
ア
看

護
専
門
学
校

で
の
学
生
生
活

は
、
１
年
間
の

辛
く
苦
し
か
っ

た
聖
マ
リ
ア
病

院
で
の
看
護
実
習
や
北
海
道
へ
の
修
学
旅
行
、

阿
蘇
へ
の
宿
泊
研
修
、
市
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
な
ど
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
１
科
７
回
生
は
、
み
ん
な
仲
良
く
団

結
力
が
あ
り
素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ス
で
し
た
。

卒
業
後
の
今
も
旅
行
に
行
っ
た
り
、
女
子
会

を
定
期
的
に
行
い
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
聖
マ

リ
ア
看
護
専
門
学
校
の
友
達
は
、
私
の
宝 

で
す
。 

（
現
在　

広
川
病
院　

看
護
部
長
）

卒
業
し
て
早
い
も
の
で
30
年
が
経
ち
ま

し
た
。
平
成
17
年
度
ま
で
は
聖
マ
リ
ア
病

院
で
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
、
久
留
米
市
保
健
所　

健
康
推
進
課　

難
病
チ
ー
ム
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

つ
い
こ
の
前
ま
で
は
地
区
担
当
保
健
師

と
し
て
、
母
子
訪
問
な
ど
の
母
子
保
健
業

務
や
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
な
ど
地
区

活
動
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
通

常
業
務
を
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
対
応
も
あ
り
、

（
１
科
７
回
生
）

稲
又　
智
子

（
短
大
４
回
生
）

伊
藤　
葉
子

（
旧
姓
：
富
澤
）

聖マリア病院を母体として

「聖マリア高等看護学院」を開設
看護教育を開始して、以来50年

敬虔なカトリック信徒であった
井手一郎先生が

「聖マリア病院」を開設
地域のため、特に支援を
必要とする人々のため
24時間、365日、
断らない医療を掲げて、

以来70年

1953年1973年

（
２
科
１
回
生
）

平
田　
正
子

▲ 昭和48年 聖マリア高等看護学院
▲ 昭和28年 聖マリア病院 開設当時

▲ 第１回 入学式の様子 初代理事長　井手一郎 先生

聖マリア学院 開校50周年

同
窓
生

近
況
報
告

の
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※ … 同窓会名簿での確認数

2023年
聖マリア学院

（卒業生：7,567人※）

聖マリア病院
（1,097床）

聖マリア
ヘルスケアセンター

（198床）

早
産
で
産
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
も
多
く
い
ま

す
。
急
な
搬
送
で
入
院
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
家

族
の
ケ
ア
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
難
し
い
こ
と
も
多
く
、
う
ま
く
い

か
ず
悔
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
師
長
や
主
任
、
プ
リ
セ
プ
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
先
輩
方
、
同
期
と
支
え
合

い
な
が
ら
た
く

さ
ん
の
学
び
と

経
験
を
す
る
こ

と
が
出
来
て
い

ま
す
。
聖
マ
リ

ア
学
院
大
学
で

学
ん
だ
カ
ト

リ
ッ
ク
の
精
神

を
大
事
に
し
な

が
ら
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

現
在
は
久
留

米
大
学
病
院

に
勤
め
て
い
ま

す
。腎
臓
内
科
、

消
化
器
、
救
命

セ
ン
タ
ー
を
経
験
し
、
様
々
な
分
野
の
勉
強

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

よ
り
看
護
の
高
み
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
。

聖
マ
リ
ア
介

護
福
祉
士
専
門

学
校
の
11
回
生

と
し
て
卒
業
し

聖
母
の
家
に
16

年
勤
務
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
在
宅
復
帰
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
介
護
の
11
回
生
は
20
名
近

く
聖
マ
リ
ア
病
院
に
入
社
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
良
き
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
介
護

福
祉
士
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
大
学
15
回
生
）

末
継　
拓
郎

（
介
護
11
回
生
）

寺
﨑　
　
裕

夏
休
み
中
で
す
。
聖
マ
リ
ア
で
知
っ
た
言

葉
『
歩
み
寄
る
も
の
に
安
ら
ぎ
を
去
り
行

く
者
に
微
笑
み
を
』。
こ
れ
が
私
の
原
点
で

あ
り
目
標
で
す
。
人
生
一
度
き
り
そ
ろ
そ

ろ
助
産
師
再
始
動
で
す
。

５
年
前
に
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
を
卒
業

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

重
症
な
患
者
さ
ん
の
看
護
に
携
わ
っ
て

命
の
尊
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
日
々
の
学

び
を
次
の
看
護
に
活
か
し
、
初
心
を
忘
れ

ず
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
４
月
よ
り
聖
マ
リ
ア
病
院
の
産
科

病
棟
で
助
産
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
合
併
症
の
あ
る
妊
婦
さ
ん
や

（
大
学
10
回
生
）

吉
村　
一
輝

（
大
学
12
回
生
）

柿
原　
朱
里

本
学
の
校
章
は
、
聖
マ
リ
ア
病
院
の

徽
章
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
、

創
立
者
の
井
手
一
郎
先
生
に
よ
る
も
の
で
す
。

聖
体
を
２
本
の
百
合
で
象
っ
た
も
の
で
、

聖
体
旗
は
、
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
の

旗
で
あ
る
「
聖
体
旗
」
の
聖
体
で
す
。

海
外
で
働
く
マ
リ
ア
な
ひ
と

カ
ン
ボ
ジ
ア
料
理
教
室
／
カ
ン
ボ
ジ
ア
ノ
ゴ
ハ
ン
主
宰

前
原
と
よ
み
（
短
大
８
回
生
）

全
て
の
原
点
は
聖
マ
リ
ア
か
ら

私
は
今
、
世
界
遺
産
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ

ト
で
有
名
な
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
関
わ
り
は
じ
め
て
22
年
、
在
住
歴
は

16
年
に
な
り
ま
し
た
。

「
海
外
で
働
き
た
い
」
と
看
護
師
を
志
し

た
の
は
30
年
前
。
今
、
私
が
こ
う
し
て
海

外
で
活
動
し
て
い
る
の
は
、
看
護
学
生
時

代
、
そ
し
て
職
員
と
し
て
過
ご
し
た
〝
聖

マ
リ
ア
〟
の
存
在
が
と
て
も
大
き
い
で
す
。

２
０
２
１
年
か
ら
は
聖
マ
リ
ア
病
院
が

取
り
組
ん
で
い
る
介
護
人
材
育
成
の
海
外

事
業
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
聖
マ
リ
ア

病
院
在
職
中
の
夢
は
海
外
事
業
部
で
働
く

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
形
で
夢
が
叶

う
と
は
…
聖
マ
リ
ア
病
院
と
の
不
思
議
な

ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
聖
マ
リ
ア
学
院
で
看
護
を
学
び
ま

し
た
。
あ
の
頃
は
ま
だ
短
期
大
学
で
し
た
。

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
の
看
護
診
断
を
本
場
米
国
で

学
ん
で
き
た
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
非
常
に
良
い
経
験
で
し
た
。

問
題
を
可
視
化
し
て
診
断
、
プ
ラ
ン
を
立

て
て
実
践
し
、
評
価
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
は
、
看
護
の
問
題
に
限
ら
ず
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
た
時

に
も
常
に
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
先
生
が

よ
く
話
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
米
国
で
の

看
護
師
の
地
位
や
看
護
師
の
行
う
業
務
の

選
択
肢
の
広
さ
に
つ
い
て
は
、
今
の
私
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（St.M
ary's T

im
es Vol.03 

か
ら
の
転
載
）

▲
カンボジアノゴハン
のことはコチラから

現在の前原とよみ
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名簿管理委託先

小野高速印刷株式会社 同窓会支援事業部

　　　0120-58-3002（フリーダイヤル）

　　　096-382-1177（代表）

熊本市中央区上水前寺1-12-12
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令和４年度決算【別表１】

期間：2022年４月１日～2023年３月31日
	 前年度繰越	 2,578,876	 次年度繰越	 2,938,946
	 総収入金額	 420,030
	 総支出金額	 59,960

監査報告　会計監査の結果、金銭出納帳・領収書綴りに間違いありません。

令和５年３月31日　　監査人

収入内訳
項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

入会金 1,000,000 420,000 △580,000
総会参加費 0 0 0 開催なし
祝い金 0 0 0 開催なし
雑収入 0 30 30 利息
寄付金 0 0 0

合計 1,000,000 420,030 △579,970

支出内訳

項　目 予　算 決　算 増　減 備　考
総会費用 0 0 0
会議費 120,000 12,000 108,000 会議３回開催（２月３日：３人、２月24日：３人、３月：６人）
会報発行 0 0 0 会報発行なし
学院記念行事 120,000 47,960 72,040 入学式・卒業式お祝い、お花・祝電
事業費 0 0 0
雑支出費 0 0 0

合計 240,000 59,960 180,040

令和５年度予算【別表２】

期間：2023年４月１日～2024年３月31日
	 前年度繰越	 2,938,946	 次年度繰越	 2,798,946
	 総収入金額	 1,100,000
	 総支出金額	 1,240,000

収入内訳
項　目 前年度決算 予　算 増　減 備　考

入会金 420,000 1,100,000 680,000 令和５年度入学生　110名予定
総会参加費 0 0 0 総会予定なし
祝い金 0 0 0 総会予定なし
雑収入 30 0 30 利息
寄付金 0 0 0

合計 420,030 1,100,000 679,970

支出内訳

項　目 前年度決算 予　算 増　減 備　考
総会費用 0 0 0 総会予定なし
会議費 12,000 120,000 108,000 会議８回開催予定
会報29号発行 0 1,000,000 1,000,000 会報発行費用
学院記念行事 47,960 120,000 72,040 入学式・召命の集い・卒業式・お祝い・お花・祝電
事業費 0 0 0
雑支出費 0 0 0

合計 59,960 1,240,000 1,180,040

★
個
人
情
報
に
つ
い
て

　

聖
マ
リ
ア
学
院
同
窓
会
で
は
、
個
人
情
報

保
護
法
を
遵
守
し
、
個
人
情
報
は
同
窓
会
活

動
、
母
校
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

以
外
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

朝
顔
が
色
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
母
校
、
聖
マ
リ
ア
学
院
は
、

今
年
50
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
聖
マ
リ
ア
学

院
同
窓
会
報
（
第
29
号
）
を
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
記

念
す
べ
き
50
年
に
て
、
今
回
は
各
回
期
生
か
ら
選

出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
て
総
会

を
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
同
窓

生
の
活
躍
を
励
み
に
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
今
年
５
月
よ
り
５
類
の

位
置
づ
け
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
も
、
本
格
的
に
「
共
生
」
と
い
う
形
に
な
り
、
総

会
が
開
催
さ
れ
る
日
を
待
ち
遠
し
く
思
い
ま
す
。
最

後
に
、「
聖
マ
リ
ア
同
窓
会
」Facebook

を
運
用
し

て
お
り
ま
す
。
不
定
期
で
の
更
新
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
見
て
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

事
務
局
よ
り

同
窓
会
総
会
は
、
令
和
元
年
よ
り
２
年
毎

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
水
害
に
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
対

面
で
の
総
会
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
こ
そ
は
と
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
心

待
ち
に
し
て
頂
い
た
方
も
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
第
８
波
と
長
期
化
し
、

今
年
度
も
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
や
む
な

く
中
止
と
決
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
来
な
ら
ば
、
総
会
の
会
場
に
お
い
て
報
告

す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
も
会
報
の

書
面
上
で
の
提
示
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
皆

様
の
ご
理
解
の
程
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
本

誌
面
掲
載
の
審
議
事
項
１
～
２
に
つ
い
て
、

ご
意
見
・
ご
質
問
が
あ
る
場
合
は
、
聖
マ
リ

ア
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同
窓
会
事
務
局

へ
ご
連
絡
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。
尚
令
和
５
年
10
月
末
日
ま
で
に
、
特
段

の
ご
連
絡
が
無
き
場
合
は
、
本
件
を
ご
了
承

頂
い
た
も
の
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

謹
啓　

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ

り
、
聖
マ
リ
ア
学
院
の
運
営
、
発
展
の
た
め

に
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
聖
マ
リ
ア
学
院
は
令
和
５
年
に
50

周
年
、
母
体
で
あ
る
聖
マ
リ
ア
病
院
は
今
年

で
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
同
窓
会
と

し
て
も
、
周
年
記
念
事
業
へ
協
賛
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

お
振
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
同
封
の
振
込

用
紙
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
各
種
Ｐ
ａ
ｙ
も
利
用
可
能
で
す
。

聖
マ
リ
ア
学
院
同
窓
会

報
告
事
項

審
議
事
項

同
窓
会
新
役
員

令
和
５
年
度

会
長

　

神
代　

明
美
（
１
科
10
）

副
会
長

　

上
岡　

和
代
（
短
大
８ 

地
域
８
）

　

古
賀　

由
紀
（
短
大
４ 

助
産
４
）

　

梅
野　

知
恵
（
短
大
14
）

会
計
・
書
記

　

大
鶴　

真
琴
（
大
学
10
）

　

藤
木　

麻
衣
（
短
大
18
）

総
会
準
備

　

古
賀　

恵
美
（
短
大
15
）

　

櫻
井　

涼
太
（
大
学
６
）

　

千
住　

祐
介
（
介
護
９
）

出
版

　

森
高　

智
子
（
大
学
11
）

　

中
川　
　

梓
（
大
学
11
）

事
務
局

　

石
井　

和
弘

（
聖
マ
リ
ア
学
院
事
務
局
長
）

議
案
１

令
和
５
年
度
活
動
計
画

４
月　

 

入
学
式
（
生
花
、
祝
電
を

謹
呈
）

５
月　

 

評
議
員
会
出
席
（
同
窓
会

代
表
の
出
席
）

７
月　

 

同
窓
会
会
報
発
行
（
50
周

年
記
念
号
）

 

役
員
交
代
、
役
員
引
継
ぎ

10
月　

 

召
命
の
つ
ど
い
（
従
前
の

祝
帽
式
。
生
花
を
謹
呈
）

 
 

同
窓
会
費
振
り
込
み
用
紙

送
付
（
在
学
生
対
象
の
事

前
納
付
手
続
き
）

12
月　

 

評
議
員
会
（
同
窓
会
代
表

の
出
席
）

３
月　

 

卒
業
式
（
生
花
、
祝
電
を

謹
呈
）

 
 

評
議
員
会
（
同
窓
会
代
表

の
出
席
）

 

＊facebook

投
稿

議
案
２
令
和
５
年
度
予
算【
別
表
２
】

令
和
４
年
度
活
動
報
告

４
月　

 

入
学
式
（
生
花
、
祝
電
を

謹
呈
）

５
月　

 

評
議
員
会
出
席
（
同
窓
会

代
表
の
出
席
）

10
月　

 

召
命
の
つ
ど
い
（
従
前
の

祝
帽
式
）

　
　
　

 

同
窓
会
費
振
り
込
み
用
紙

送
付
（
在
学
生
対
象
の
事

前
納
付
手
続
）

12
月　

 

評
議
員
会
出
席
（
同
窓
会

代
表
の
出
席
）

３
月　

 

卒
業
式
（
生
花
、
祝
電
を

謹
呈
）

　
　
　

 

評
議
員
会
出
席
（
同
窓
会

代
表
の
出
席
）

令
和
４
年
度
決
算
報
告【
別
表
１
】

聖
マ
リ
ア
学
院
同
窓
会

総
会
【
書
面
開
催
】

創
立
50
周
年
記
念
事
業

募
金
へ
の
お
願
い

第46回


